
　

男
子
十
一
名
、
女
子
四
名
の
学
院
本
科
の
方
が
入
学
し
て
二
か
月
、
男
子

一
名
、
女
子
六
名
の
特
科
の
方
が
入
学
し
て
一
か
月
が
経
ち
、
こ
の
学
院
通

信
が
発
行
さ
れ
る
時
は
、
特
科
の
方
は
も
う
卒
業
し
て
お
ら
れ
る
。
今
年
は

本
科
の
人
数
が
少
な
く
、
残
念
な
気
が
し
て
い
た
が
、
少
数
精
鋭
で
、
本
気

で
や
る
気
の
あ
る
者
が
入
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
特
に
御
祈
念
の

時
は
大
き
な
声
で
、
勢
い
が
よ
く
、
人
数
が
倍
ほ
ど
い
る
感
じ
で
あ
る
。
大

き
な
声
で
力
を
入
れ
て
の
御
祈
念
に
は
、
パ
ワ
ー
が
あ
り
、
力
強
い
感
じ
が

す
る
。
そ
の
神
様
に
力
い
っ
ぱ
い
向
か
う
姿
勢
は
、
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

唯
、
御
祈
念
の
声
の
大
き
さ
が
、
人
と
比
較
し
て
ど
ち
ら
が
大
き
い
か
、

な
ど
と
競
い
合
う
感
じ
で
、
人
に
向
か
っ
て
の
意
識
に
囚
わ
れ
る
と
、
お
か

し
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
あ
く
ま
で
、
神
様
に
向
か
っ
て
の
こ
と
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
神
様
は
、「
大
き
な
声
で
な
く

て
も
神
に
は
聞
こ
え
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
特
別
に
大
き
な
声
で
あ
る
必

要
は
な
い
が
、
力
い
っ
ぱ
い
神
様
に
向
か
う
姿
勢
は
大
切
に
し
た
い
と
思
う
。

　

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
私
達
の
祈
り
は
一
人
一
人
別

な
も
の
で
は
な
く
、
金
光
様
の
祈
り
の
中
で
、
神
人
あ
い
よ
か
け
よ
で
立
ち

行
く
世
界
を
顕
現
す
る
と
い
う
御
神
願
、
そ
し
て
、
総
氏
子
身
上
安
全
、
世

界
真
の
平
和
実
現
と
い
う
大
き
な
願
い
に
向
か
っ
て
、
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て

い
く
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
祈
り
を
金
光
様
の
祈
り
の
中
身
と

し
て
、
一
つ
の
塊
に
し
て
神
様
に
届
け
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

学
院
で
は
学
行
・
信
行
と
分
け
て
い
る
が
、
信
行
の
中
心
に
な
る
の
が
御

祈
念
で
あ
る
と
思
う
。
ど
の
よ
う
な
御
祈
念
が
い
い
の
か
。
や
は
り
金
光
様

の
祈
り
の
中
身
と
し
て
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
き
、
勢
を
揃
え
て
祈
り
を
強

く
押
し
出
す
よ
う
な
祈
り
の
稽
古
を
信
行
の
中
心
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
に
、
金
光
様
の
祈
り
の
中
身
に
な
る
責
任
感
を
も
っ
て
、
一

回
一
回
の
御
祈
念
を
大
切
な
祈
り
の
稽
古
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

聖蹟巡拝（泉勝院）

「
金
光
様
の
御
祈
念
の
中
身
と
し
て
」

�

学 

院 

長
　
高
橋
　
寛
志
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立
教
百
六
十
年
の
お
年
柄
を
お
迎
え
す
る
本

年
五
月
十
五
日
、
全
教
の
お
祈
り
添
え
を
受
け

て
男
子
十
一
名
、
女
子
四
名
合
わ
せ
て
十
五
名

の
本
科
生
が
入
学
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
も
、
一
つ
の
班
の
構
成
が
四
名
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
が
、
女
子
全
体
で
四
名
と
い
う

こ
と
は
前
例
が
な
く
、
綿
密
に
信
行
日
割
を
組

ん
で
、
学
院
と
し
て
大
事
に
し
て
い
る
信
行
の

あ
り
方
が
十
全
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

本
科
入
学
の
一
か
月
後
の
六
月
十
五
日
に

は
、
特
科
生
七
名
（
男
子
一
名
、
女
子
六
名
）

が
入
学
し
、
女
子
は
合
わ
せ
て
十
名
と
な
り
、

本
科
・
特
科
合
わ
せ
て
二
十
二
名
が
学
院
修
行

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
科
生
に
と
っ
て
こ
の
一
か
月
は
、
特
科
生

の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
改
め
て

「
行
」
と
し
て
の
学
院
生
活
を
頂
き
直
す
き
っ

か
け
と
な
る
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。
授
業
は

別
々
で
す
が
、
参
拝
、
洒
掃
、
食
事
を
共
に
過

ご
し
、
湿
度
の
高
い
梅
雨
の
時
期
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
大
き
く
体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
、
特

科
生
七
名
全
員
、
七
月
十
五
日
に
無
事
所
定
の

課
業
を
修
了
し
、
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。
真
に

有
り
難
い
こ
と
と
思
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
の
御
用
成
就
を
祈
ら
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

学
院
修
行
の
基
本
の
一
つ
に
「
不
自
由
行
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
不
自
由
を
行
と

思
い
、
物
を
不
足
に
思
わ
ず
、
物
を
苦
に
せ

ず
、
万
事
、
神
様
を
一
心
に
頼
み
、
万
物
を
あ

り
が
た
く
い
た
だ
く
と
い
う
心
を
磨
い
て
お
る

と
、
早
く
お
か
げ
が
受
け
ら
れ
る
」（
理
Ⅰ
山

定
41
）
と
い
う
み
教
え
が
あ
り
ま
す
。
学
院
で

は
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
っ
た

通
信
機
器
の
持
ち
込
み
を
禁
止
し
て
お
り
ま

す
。
携
帯
電
話
は
、
便
利
で
今
や
生
活
必
需
品

と
言
え
ま
す
が
、
と
も
す
れ
ば
そ
れ
に
依
存
し
、

心
が
縛
ら
れ
て
し
ま
い
、
神
様
に
心
を
向
け
る

こ
と
を
見
失
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
前
期

の
信
行
目
標
で
あ
る
「
神
に
心
を
向
け
る
」
た

め
に
、
ご
霊
地
の
天
地
自
然
の
中
に
身
を
置
き
、

日
常
の
起
居
一
切
を
信
心
の
稽
古
と
し
て
取
り

組
み
、
そ
し
て
天
地
の
親
神
様
と
、
分
け
御
霊

と
し
て
の
内
な
る
神
と
の
交
感
を
は
か
っ
て
、

日
々
の
修
行
で
信
心
を
深
め
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
関
係
各
位
の
お
祈
り
添
え
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一日の信行内容
（時間）

5：20
5：40
6：00
7：30
8：30
9：00

11：50
12：30
13：30
15：20
15：40
16：40
18：00
19：00

21：00
22：00

（信行内容）
　起　床
　参拝出発
　本部広前御祈念・洒掃
　朝　食
　朝　礼
　午前の課業
　洒　掃
　昼　食
　午後の課業
　参拝出発
　本部広前御祈念・洒掃
　お退けお見送り・洒掃
　夕　食
　夜御祈念
　自修・入浴
　閉　門
　消　灯

講義科目・担当者
信修科目

本
教
概
説

高
橋　

寛
志

教祖・教義科目

教　

祖

教　

義

佐
藤　

光
貴

坂
口　

光
正

教団科目

教　

制

教
団
史

教
団
活
動

河
崎　

信
示

加
藤　
　

実

利
光　

康
二

教会・布教科目

結
界
取
次

直
信･

先
覚

教
会
活
動
（
各
種
活
動
）

礼
典
（
祭
式
）

礼
典
（
祭
詞
）

金
原　

光
三

眞
田
奈
保
子

安
部　

美
雄

堀
江　

芳
則

田
中　

照
彦

人事関係

・
書
記
仁
科
明
日
児
、
十
二
月
一
日
付
で
助

手
に
任
命
。

・
助
手
由
布
節
子
、四
月
十
五
日
付
で
辞
任
。

・
講
師
堀
江
芳
則
、五
月
十
四
日
付
で
辞
任
。

・
教
徒
笠
井
佳
実
子
、
五
月
七
日
付
で
書
記

に
任
命
。

学
院
修
行
に
つ
い
て

学
院
修
行
に
つ
い
て

学
院
次
長

　坂
口

　光
正

本科入学式（本部広前御祈念）

信行輔導期間
（ご祈念作法）

図書館見学
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■
信
行
輔
導
期
間

　

学
院
で
は
、
入
寮
し
て
か
ら
の
十
日
間
を
信

行
輔
導
期
間
と
定
め
、
基
本
日
課
を
習
得
し
、

修
行
と
し
て
の
学
院
生
活
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
前
年
度
の
卒
業
生
で
あ
る
Ｏ
Ｂ
が
、
奉

仕
・
待
命
・
炊
事
・
洒
掃
な
ど
の
生
活
全
般
の

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
本
科
生
は
、
慣
れ
な

い
黒
衣
に
身
を
包
ん
で
、
Ｏ
Ｂ
か
ら
本
部
広
前

の
修
行
生
と
し
て
の
在
り
方
を
学
ん
だ
。
Ｏ
Ｂ

の
方
々
か
ら
の
実
意
で
丁
寧
な
指
導
を
い
た
だ

き
、
今
年
度
の
学
院
修
行
が
始
ま
っ
た
。

　

本
年
度
の
Ｏ
Ｂ
は
以
下
の
通
り
。（
敬
称
略
）

　
　

安
武　

信
生
（
福
岡
・
合
楽
）

　
　

北
山　

龍
馬
（
熊
本
・
南
関
）

　
　

金
保　

大
樹
（
大
阪
・
林
寺
）

　
　

石
原
実
可
子
（
滋
賀
・
近
江
野
洲
）

　
　

田
邊　

光
代
（
山
口
・
長
門
船
木
）

　
　

河
津　

恵
子
（
兵
庫
・
宍
粟
）

■
聖
蹟
巡
拝

　

聖
蹟
巡
拝
は
、
教
祖
様
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
、

教
祖
事
蹟
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
願
い
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。
六
月
二
十
日
に
は
、
本

科
生
・
特
科
生
合
同
で
教
祖
様
ご
生
家
に
参
拝

し
た
。
往
路
で
は
、
早
馬
神
社
、
荒
神
社
、
森

田
八
右
衛
門
の
墓
地
な
ど
を
巡
っ
て
ご
生
家
ま

で
歩
き
、
ご
当
主
・
香
取
航
師
か
ら
、
香
取

家
、
教
祖
様
や
と
せ
様
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
伺

い
、
教
祖
様
直
筆
の
神
名
書
付
、
天
地
書
附
、

と
せ
様
の
婚
礼
衣
装
な
ど
貴
重
な
品
々
を
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
復
路
に
は
、
教
祖
様
実

父
で
あ
る
十
平
様
が
幼
少
の
教
祖
様
を
背
負
っ

て
参
っ
た
と
さ
れ
る
泉
勝
院
を
拝
観
し
、
ご
住

職
の
ご
修
行
時
代
の
こ
と
な
ど
の
お
話
を
拝
聴

し
た
。
そ
の
後
、
占
見
村
の
氏
神
の
大
宮
神
社

ま
で
山
道
を
歩
き
、
拝
礼
後
、
拝
殿
で
揃
っ

て
昼
食
を
い
た
だ
き
、
帰
院
し
た
。
七
月
六
日

に
は
、
本
科
生
が
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

木
綿
崎
山
周
辺
を
巡
り
、
教
祖
奥
城
、
立
教
聖

場
、
歴
代
教
主
奥
城
、
小
野
邸
跡
な
ど
の
聖
蹟

を
辿
っ
た
。

　

こ
の
他
、
今
秋
に
は
西
大
寺
観
音
院
、
吉
備

津
神
社
、
鞆
津
祇
園
宮
等
を
訪
問
す
る
予
定
で

あ
る
。

■
広
島
平
和
集
会

　

学
院
で
は
、
世
界
真
の
平
和
達
成
の
祈
り
を

新
た
に
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
る

こ
と
を
求
め
て
、
平
和
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

　

七
月
二
十
日
に
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
訪
れ
、
平
和

記
念
公
園
内
の
慰
霊
碑
の
巡
拝
、
被
爆
体
験
講

話
の
拝
聴
を
し
、
そ
の
後
、
今
年
の
四
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
平
和
記
念
資
料
館

の
見
学
を
し
た
。
そ
し
て
、
午
後
か
ら
は
金
光

教
広
島
平
和
集
会
（
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
参
拝

式
、
被
爆
の
ど
ん
底
か
ら
、
原
爆
死
没
者
慰
霊

祭
、
合
唱
）
に
参
加
し
た
。

　

戦
後
七
十
四
年
の
時
を
経
て
、
当
時
の
様
相

を
物
語
る
資
料
を
見
て
、
被
爆
体
験
談
を
聴
き
、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
信
仰
者

と
し
て
慰
霊
と
平
和
へ
の
祈
り
を
も
っ
て
、
後

世
に
正
し
く
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
歩
み

こ
こ
ま
で
の
歩
み

信行輔導期間（洒掃指導）

教祖様ご生家

広島平和集会（合唱）
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■
文
化
活
動

　

学
院
で
は
、
教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素
養
を

身
に
つ
け
、
深
い
人
格
形
成
に
資
す
る
こ
と
を

願
い
と
し
て
、
文
化
活
動
を
設
定
し
て
お
り
、

学
院
生
は
、
典
楽
、
華
道
、
茶
道
、
書
道
の
い

ず
れ
か
を
選
択
し
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
実

施
し
て
い
る
。

 

典 

楽
／
八
名
（
男
子
六
名
　
女
子
二
名
）

　

今
年
度
は
、

筝
一
名
、
笙
二

名
、
龍
笛
五
名

が
選
択
し
て
お

り
、
金
光
教
典

楽
会
か
ら
岡
本

庄
一
師
・
金
光

あ
か
り
師
を
講

師
に
迎
え
て
、

文
化
活
動
の
時

間
に
稽
古
に
励

ん
で
い
る
。
初

め
て
楽
器
に
触

れ
る
者
も
多
い
中
、
お
互
い
に
コ
ツ
を
教
え
合

い
な
が
ら
、
秋
と
春
に
執
り
行
わ
れ
る
学
院
の

霊
大
祭
で
神
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

日
々
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

 

華 

道
／
二
名
（
男
子
一
名
　
女
子
一
名
）

　

華
道
は
、
早

川
サ
ナ
ゑ
師
か

ら
池
坊
の
流
派

の
正
風
体
生

花
、
新
風
体
生

花
、
自
由
花
等

に
つ
い
て
ご
指

導
い
た
だ
い
て

い
る
。
早
川
師
の
丁
寧
な
講
義
・
指
導
の
も
と
、

季
節
の
草
花
に
触
れ
、
花
の
命
を
最
大
限
に
生

か
せ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
本
一
本
心
を
込

め
て
生
け
る
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

稽
古
後
の
作
品
は
、
学
院
広
前
や
廊
下
に
飾

ら
れ
、
学
院
内
に
彩
り
を
加
え
、
学
院
生
た
ち

の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。
 

茶 

道
／
一
名
（
女
子
一
名
）

　

茶
道
で
は
、
金
光
健
子
師
を
講
師
に
迎
え
て
、

薮
ノ
内
の
流
派
に

触
れ
て
い
る
。

　

毎
回
美
し
く
、

そ
し
て
美
味
し
い

お
菓
子
に
心
弾
ま

せ
つ
つ
、
お
点
前

を
習
得
す
る
た
め

稽
古
に
励
ん
で
い

る
。
特
科
生
を
招
い
て
お
茶
を
振
舞
う
機
会
も

あ
り
、
人
に
お
茶
を
点
て
る
こ
と
の
難
し
さ
と

喜
び
を
感
じ
た
。
お
茶
の
心
を
習
得
し
、
こ
こ

か
ら
も
学
院
生
活
に
励
ん
で
い
き
た
い
。

 

書 

道
／
四
名
（
男
子
四
名
）

　

書
道
は
、
中
桐
眞ま

彦ひ
こ

師
の
懇
切
丁
寧
な
ご
指

導
の
下
、
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が

熱
心
に
取
り
組
み
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
上
達

し
て
い
る
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
あ

り
が
た
い
。
改
め
て
、
稽
古
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
る
。

　

本
年
も
、
生
神
金
光
大
神
大
祭
に
合
わ
せ
て

学
院
書
華
道
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ひ

と
り
ひ
と
り
が
思
い
を
込
め
た
字
を
書
し
た
半

切
を
展
示
す

る
。
ま
た
学
院

合
同
茶
会
で
は

色
紙
に
好
き
な

字
を
書
い
て
披

露
す
る
予
定
で

あ
る
。
今
後
と

も
先
生
の
ご
指

導
を
仰
ぎ
、
稽

古
に
勤
し
ん
で

い
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

（
夏
期
在
籍
教
会
実
習
ま
で
）

日
程

５
月	

14	

本
科
入
寮
式

	

15	

本
科
入
学
式

	

15
～
23	

信
行
輔
導
期
間

	

24
～
６
／
１	

実
践
課
題
設
定
期
間

	

25	

大
掃
除
（
畳
上
げ
）

	

27	

授
業
開
始

	

28	

図
書
館
見
学

	

29	

文
化
活
動
開
始
（
毎
週
水
曜
日
）

	

30	

消
防
・
避
難
訓
練

６
月	

１	

第
一
回　

求
道
の
日

	

６
～
10	

教
団
独
立
記
念
祭
御
用
奉
仕

	

14	

特
科
入
寮
式

	

15	

特
科
入
学
式

	

20	

聖
蹟
巡
拝
（
ご
生
家
方
面
）

	

27
～
29	

特
科
教
話
実
習

７
月	

１	

第
二
回　

求
道
の
日

	

２	

聖
蹟
巡
拝（
特
科
・
木
綿
崎
山
周
辺
）

	

６	

聖
蹟
巡
拝（
本
科
・
木
綿
崎
山
周
辺
）

	

８	

学
院
長
寮
内
巡
回

	

15	

特
科
卒
業
証
書
授
与
式

	

16	

第
一
回　

部
屋
替
え

	

20	

平
和
学
習

	

23
～
25	

第
一
回　

定
期
考
査

	

27	

第
一
信
心
レ
ポ
ー
ト
懇
談

	

31
～
８
／
５	

少
年
少
女
全
国
大
会
御
用
奉
仕

８
月	

６
～
28	

夏
期
在
籍
教
会
実
習

学院通信　第１号　（通巻147号）（ 4 ）



　

今
年
度
の
特
科
生
七

名
（
男
子
一
名
、
女
子
六

名
）
は
、
六
月
十
五
日
に

入
学
し
、
七
月
十
五
日
ま

で
の
一
か
月
間
に
及
ぶ

学
院
修
行
を
進
め
た
。

　

学
行
で
は
、
教
典
ゼ

ミ
・
祭
式
・
祭
詞
等
な
ど

を
受
講
し
、
信
行
で
は

本
科
生
の
班
に
加
わ
っ

て
、
参
拝
、
洒
掃
、
炊

事
等
を
行
じ
、
奉
仕
の

お
役
に
も
当
た
っ
た
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
願
い

を
立
て
、
ご
霊
地
で
の
自
主
信
行
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
意
欲
を
も
っ
て
修
行
に
取
り

組
み
、
教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素
養
を
習
得
し
、

こ
こ
か
ら
御
用
に
立
た
せ
て
い
た
だ
く
心
構
え

が
で
き
た
よ
う

で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
に

入
学
を
し
た
本

科
生
と
互
い
に

磨
き
合
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と

は
、
大
変
あ
り

が
た
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
か

ら
の
御
用
成
就

を
祈
念
す
る
。

学
院
生
活
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と

�

兵
庫
県
・
尼
崎
教
会

�

芝
田
　
素
子

　

学
院
入
学
前
の
お
届
を
さ
せ
て
頂
い
た
時
、

「
教
祖
様
は
神
様
か
ら
、
百
日
修
行
を
楽
し
め

と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
次
元
は
違
う
が
、
一

か
月
の
学
院
修
行
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
な
さ

い
」
と
、
先
生
に
送
り
出
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
過
密
で
授
業
、

参
拝
、
洒
掃
と
い
う
毎
日
で
す
。
特
科
の
方

は
教
会
後
継
を
目
の
前
に
さ
れ
て
い
る
方
が
多

く
、
責
任
と
使
命
を
背
に
真
剣
な
修
行
振
り
で

す
。
私
は
、
ご
霊
地
な
ら
で
は
の
修
行
と
し
て
、

金
光
様
の
お
出
ま
し
を
頂
く
こ
と
を
定
め
、
続

け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
参
拝
道
に
も
お
徳
が

備
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
先
輩
、
先
師
の
面
影

に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
院
は
、
教

室
、
階
段
、
回
廊
、
線
引
き
の
残
る
前
庭
な
ど

に
も
、
先
師
ら
の
熱
い
思
い
が
手
ざ
わ
り
と
し

て
伝
わ
っ
て
来
、
百
年
以
上
の
歴
史
を
尊
く
思

わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
聖
蹟
巡
拝
で
は
、
教
祖

様
の
半
生
を
追
体
験
さ
せ
て
頂
き
、
教
祖
様
に

親
し
く
ま
み
え
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
ま
た
、

祭
式
の
授
業
で
は
、
作
法
一
つ
一
つ
に
神
様
に

向
か
う
心
構
え
と
意
味
に
か
な
っ
た
も
の
が
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
が
、
所
作
に
は
細
か
い

注
意
点
が
多
く
、
老
体
に
鞭
打
つ
授
業
で
し
た
。

授
業
で
は
、
こ
こ

ま
で
漠
然
と
理
解

し
て
い
た
教
祖
様

の
信
心
の
ポ
イ
ン

ト
に
、
新
風
が
吹

き
込
ま
れ
た
思
い

が
し
、
知
識
の
整

理
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。学
院
長
、

講
師
の
教
話
で
は
、
辛
抱
と
祈
り
が
必
要
だ
と

教
え
ら
れ
、
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

　

朝
か
ら
う
ぐ
い
す
が
啼
き
、
雨
後
の
木
の
根

元
に
は
、
き
の
こ
が
生
え
て
、
カ
タ
ツ
ム
リ
が

集
ま
っ
て
食
べ
て
い
る
の
を
観
た
り
、
か
ぶ
と

虫
や
か
ま
き
り
が
参
拝
の
列
に
加
わ
り
、
喜
び

を
与
え
て
く
れ
た
り
と
、
嬉
し
く
楽
し
い
日
々

で
し
た
。

御
祈
念
と
洒
掃
と
汗
と

�

福
岡
県
・
小
郡
教
会

�

的
場
眞
理
子

　

朝
か
ら
雨
の
降
る
中
、
真
新
し
い
黒
衣
を
少

し
で
も
濡
ら
さ
ぬ
様
に
入
学
式
に
出
席
し
た
事

を
、
遠
い
昔
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
毎
日
の
御
祈
念
と
洒
掃
で
、
慣

れ
な
い
下
駄
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
ま
と
わ

り
つ
く
様
な
湿
気
と
蚊
と
共
に
一
日
一
日
が
経

過
し
て
、
一
日
の
終
わ
り
に
は
、
フ
ラ
フ
ラ
の

体
を
寮
の
湯
船
で
癒
す
日
々
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
気
が
付
く
と
入
学
前
に
通
院
す
る

程
、
痛
み
が
あ
っ
た
手
首
や
足
が
、
い
つ
の
間

に
か
軽
く
な
り
、
持
参
し
た
鎮
痛
剤
や
湿
布
を

ほ
と
ん
ど
使
う
こ
と
が
な
い
程
に
大
き
な
お
か

げ
を
頂
い
て
い
た
の
で
し
た
。「
金
光
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
思
わ
ず
口
に
し
て
、

涙
が
後
か
ら
後
か
ら
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。
ど

ん
な
名
医
も
薬
も
必
要
で
は
な
い
、
た
だ
一
心

に
真
心
で
修
行
さ
せ
て
い
た
だ
け
ば
必
ず
お
か

げ
は
あ
る
の
で
す
。

　

学
院
特
科
で
の
一
か
月
は
、
祈
り
の
中
で
お

か
げ
を
受
け
続
け
た
日
々
で
し
た
。
今
回
の
経

験
を
教
会
御
用
に
し
っ
か
り
と
生
か
し
て
、
お

礼
の
御
用
と
し
て
、
神
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
様

に
邁
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

特科生卒業特科生卒業

授業風景（祭式）

特科修徳殿入殿

特科卒業証書授与式
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学
院
生
の

学
院
生
の

声声

黙
っ
て
治
め
る

�

愛
媛
県
・
上
宇
和
教
会

�

三
好
　
儀よ
し

生き

　
「
神
に
心
を
向
け
る
」
こ
れ
は
学
院
前
期
の

信
行
目
標
で
す
。
神
に
心
を
向
け
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
と
考
え
た
と
き
、
起
こ

る
全
て
の
事
柄
を
神
様
の
働
き
と
し
て
頂
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。
集
団
生
活
の
中
で
は
、
意
見

の
食
い
違
い
、
自
分
の
理
解
で
き
な
い
こ
と
、

様
々
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
の
感

情
を
相
手
に
ぶ
つ
け
る
こ
と
は
、
相
手
の
中
の

神
様
に
対
し
て
ご
無
礼
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
の
実
践
課
題
を

「
集
団
生
活
の
中
で
起
こ
る
問
題
を
黙
っ
て
自

分
の
中
で
治
め
る
」
に
し
ま
し
た
。
入
学
し
て

一
か
月
半
が
た
ち
、
た
だ
黙
っ
て
我
慢
し
て
い

る
こ
と
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
早
く
も
壁
に

ぶ
ち
当
た
っ
て
い
ま
す
。
何
の
た
め
に
我
慢
し

て
い
る
の
か
、
自
分
と
向
き
合
っ
た
と
き
、
神

様
の
働
き
、
願
い
を
分
か
ら
せ
て
頂
き
た
い
。

「
黙
っ
て
治
め
る
」
と
い
う
こ
と
が
「
自
然
」

に
出
来
た
と
き
に
広
が
る
景
色
を
見
た
い
か
ら

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
至
れ
る
よ
う
起

き
て
く
る
出
来
事
に
神
様
を
感
じ
な
が
ら
、
受

け
て
受
け
て
受
け
ぬ
い
て
、
我
慢
さ
え
も
必
要

と
し
な
い
景
色
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
知
る
」
こ
と
の
喜
び

�

京
都
府
・
伏
見
教
会

�

橋
本
　
美
子

　
「
身
近
な
こ
と
な
の
に
案
外
知
ら
な
い
」
と

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
私
は
大
学
卒
業

後
、
就
職
の
為

に
初
め
て
地
元

京
都
を
離
れ

て
生
活
し
ま
し

た
。
近
年
、
京

都
は
人
気
の
あ

る
観
光
都
市
と

し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
周

囲
か
ら
京
都
に

つ
い
て
尋
ね
ら

れ
て
も
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
多

く
、
私
は
帰
省
の
度
に
京
都
の
名
所
を
ま
わ
り

調
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

改
め
て
京
都
の
良
さ
に
気
づ
き
、
好
き
な
と
こ

ろ
も
増
え
ま
し
た
。

　

金
光
教
に
つ
い
て
も
、
私
は
物
心
つ
く
頃
か

ら
教
会
で
生
活
し
て
き
ま
し
た
が
、
正
直
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
自
分
を

情
け
な
く
思
う
時
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
学
院
は
金
光
教
の
こ
と

を
十
分
に
学
べ
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
両
親
も
「
修
行
に
専
念
し
て
お
い
で
」
と

送
り
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
今
、
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
出
会
え
る
喜
び
を
日
々
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
知
識
を
深
め
、
金
光

教
の
良
さ
に
気
づ
き
、
好
き
に
な
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

合計 　本科 15（11/4）
　　　特科 7（1/6） 北海道

東北

関東

信越
本科 1
（1/0）

中近畿
本科 1
（1/0）

東近畿
本科 1（0/1）

西近畿
本科 2（2/0）
特科 2（0/2）

四国
本科 1（1/0）
特科 1（0/1）

東中国
本科 2（1/1）
特科 1（1/0）

西中国
本科 3（3/0）
特科 1（0/1）

北九州
本科 4（2/2）
特科 2（0/2）

南九州 東海

（
令和元年度 教区別入学者数 （　）内の数字は男/女

求 道 の 日

畳 上 げ

消防・避難訓練（救命救急講習）
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学院ホームページURL　http://www.konkokyo.or.jp/gakuin/


